
私私私私たちのたちのたちのたちの身近身近身近身近にあるにあるにあるにある「「「「本本本本」」」」についてについてについてについて、、、、 

歴歴歴歴史史史史からからからから装装装装丁丁丁丁などをなどをなどをなどを紹介紹介紹介紹介してきたしてきたしてきたしてきた本講座本講座本講座本講座。。。。 

今回今回今回今回はははは最新最新最新最新のののの「「「「本本本本」」」」のののの形態形態形態形態であるであるであるである電子書籍電子書籍電子書籍電子書籍についてについてについてについて、、、、 

「「「「まだまだまだまだ読読読読んだことがないんだことがないんだことがないんだことがない」「」「」「」「興味興味興味興味はあるけどわからないはあるけどわからないはあるけどわからないはあるけどわからない」」」」 

というというというという方方方方のためにのためにのためにのために、、、、電子書籍電子書籍電子書籍電子書籍のののの基礎知識基礎知識基礎知識基礎知識をごをごをごをご紹介紹介紹介紹介しますしますしますします。。。。
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テレビのニュースなどでも取り上げられることが多くなってきた「電子書籍」ですが、みなさんは、ご覧になったことがあります
か？  
今までとはまったく異なる技術で書物が読めることから、グーテンベルクが活版印刷を発明して以来の大発明だといわれ、こ
こ数年、米国で急激に市場が拡大し、次々と新しい端末が発売されています。

ネットネットネットネットでででで購入購入購入購入してしてしてして端末端末端末端末でででで読読読読むむむむ

電子書籍とは、従来の紙にインクで印刷した出版物と違って、「端末」「リーダー」と呼ばれる専用の電子機器やパソコンや携
帯電話、スマートフォンなどに表示して読む出版物のことです。  
電子書籍は、インターネットの電子書籍販売サイトで購入します。この販売サイトによって、電子書籍を何で読むかが異なり
ます。 
たとえば、米アマゾン社は「キンドル」という専用端末を販売していて、購入するときにも読むときにも「キンドル」を使います。 
米アップル社は、iPadやiPhone用に電子書籍を販売しています。 
パソコンからも購入できますが、読むときはiPadやiPhoneを使います。 
また、日本でもすでに普及している「携帯コミック」は、携帯電話で購入して携帯電話で読みます。



 

電子書籍電子書籍電子書籍電子書籍とととと紙紙紙紙のののの書籍書籍書籍書籍

電子書籍には、インターネットでいつでも手軽に購入できたり、端末の中に何冊でも保存できるので紙の本のように場所をと
らないなど、多くの利点があります。 

●電子書籍電子書籍電子書籍電子書籍のののの便利便利便利便利なところなところなところなところ／／／／不便不便不便不便なところなところなところなところ

〈〈〈〈便利便利便利便利なところなところなところなところ〉〉〉〉 
・書店に行かなくても、24時間いつでも購入できる。在庫切れの心配がない。  
・価格が安いものが多い。  
・文字を拡大できる。  
・映像や音声などを組み込める。

〈〈〈〈不便不便不便不便なところなところなところなところ〉〉〉〉 
・端末（リーダー）が必要。  
・今はまだ書籍数が少ない。  
・誤操作や端末の故障などでデータが損失してしまうことがある。（再取得できる場合もある）

制作者側も、印刷の必要がないので、パソコンで電子書籍を制作して販売サイトへ委託さえすれば、出版社や印刷所、書店
を通さずに著者が直接読者に販売することもできます。 
あなたが好きな作家から直接書籍を買ったり、逆に自分が書いたエッセーや小説をネットで販売できるようになるかもしれま
せん。

紙の書籍にも、パラパラとめくる楽しさや紙の手ざわり、端末や電源を気にしないで読めることなど、「紙」ならではの良さが
あります。 
これからは、それぞれの長所を活かして使い分けていきたいですね。

次回は、「BOOK講座」特別編をおとどけします。どうぞ、お楽しみに。 

監 修：平湯あつし（筑波大学情報学群知識情報・図書館学類 非常勤講師）
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